
コール機能の設定

電話機のウェブユーザーインターフェイスとxml設定ファイルを使用して、通話転送、コール
パーク、会議、スピードダイヤルなどの通話機能をカスタマイズすることができます。

•通話転送の有効化（2ページ）
•通話転送（3ページ）
•すべての通話転送の機能アクティベーションコードの同期を有効にする（9ページ）
•会議を有効にする（11ページ）
•アドホック会議の参加者リストの管理（12ページ）
• SIP RECを使用したリモート通話録音の有効化（12ページ）
• SIP INFOを使用したリモート通話録音の有効化（14ページ）
•不在着信表示を設定する （16ページ）
• [応答不可（Do Not Disturb）]を有効にする（17ページ）
•電話でWebex連絡先を有効にする（18ページ）
•ラインキーでWebex連絡先を設定する（19ページ）
• Webex連絡先のソフトキーを追加する（20ページ）
•電話でWebexの通話ログを有効にする（21ページ）
• DNDのスターコードを構成する（22ページ）
•コールセンターエージェントの電話機のセットアップ（22ページ）
•プレゼンス表示用電話機のセットアップ（28ページ）
• XMPP用の DNS SRVの使用（32ページ）
•回線ごとのコールアピアランス数の設定（32ページ）
•名前の逆引きルックアップを有効にする（33ページ）
•緊急コール（35ページ）
•着信Webexコールのスパムの表示（40ページ）
•特定のラインキーにコールパークを追加する（40ページ）
•プログラム可能なソフトキーの設定（41ページ）
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通話転送の有効化
ユーザに対して、有人通話転送サービスとブラインド通話転送サービスを有効にすることがで

きます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。各パラメータを設定するには、通話転送を有効にするためのパラメータ（2ページ）表
の文字列のシンタックスを参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [補足サービス]で、通話転送を有効にするためのパラメータ（2ページ）表で定義したとお
りにパラメータを設定します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

通話転送を有効にするためのパラメータ

次の表は、電話機のウェブインターフェイスの電話機タブの下にある補助サービスセクション

における、通話転送パラメータ有効化の機能と使用方法を定義しています。また、パラメータ
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を設定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話構成ファイルに追加される文字列のシン
タックスも定義します。

表 1 :通話転送を有効にするためのパラメータ

説明パラメータ

在籍通話転送サービスユーザは、コールに応答してから転送し

ます。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Attn_Transfer_Serv ua="na">可</Attn_Transfer_Serv>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択して転送
サービスを有効にします。これを無効にするには、[いいえ
（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[在籍転送サービス（Attn
Transfer Serv）]

ブラインド通話転送サービスユーザは、発信者と会話せずに

コールを転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Blind_Transfer_Serv ua="na">可</Blind_Transfer_Serv>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択して転送
サービスを有効にします。これを無効にするには、[いいえ
（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[ブラインド転送サービス
（Blind Transfer Serv）]

通話転送
通話転送は、電話機のWebページにある [音声（Voice）]タブと [ユーザー（User）]タブで有
効にすることができます。

[音声（Voice）]タブでの通話転送の有効化
ユーザに対して通話転送を有効にする場合は、このタスクを実行します。
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XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。各パラメータを設定するには、音声タブにおいて通話転送を有効にするパラメータ（4
ページ）表の文字列のシンタックスを参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 補足サービスで、音声タブにおいて通話転送を有効にするパラメータ（4ページ）の表の説
明に従ってパラメータを設定します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

関連トピック

DNDと通話転送ステータスの同期
[機能キーの同期（Feature Key Sync）]を有効にする
XSIサービスによる通話転送ステータス同期を有効にする

音声タブにおいて通話転送を有効にするパラメータ

次の表は、電話機のウェブインターフェイスの電話機セクションの下にある補助サービスセク

ションで、音声タブパラメータにおける通話転送の有効化機能と使用使用方法を定義していま

す。また、パラメータを設定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話構成ファイルに追
加される文字列のシンタックスも定義します。

表 2 :音声タブにおいて通話転送を有効にするパラメータ

説明パラメータ

すべての通話を転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_All_Serv ua="na">可</Cfwd_All_Serv>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してすべて
の通話を転送します。これを無効にするには、[いいえ
（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[不在転送サービス（Cfwd All
Serv）]
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説明パラメータ

回線が混み合っている場合にのみ通話を転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_Busy_Serv ua="na">可</Cfwd_Busy_Serv>

•電話機のウェブページで、回線が混み合っている状態のと
きに通話を転送する場合は [はい（Yes）]を選択します。
これを無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[話中転送サービス（CfwdBusy
Serv）]

回線が応答しない場合にのみ通話を転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_No_Ans_Serv ua="na">可</Cfwd_No_Ans_Serv>

•電話機のウェブページで、回線が応答しないときに通話を
転送する場合は [はい（Yes）]を選択します。これを無効
にするには、[いいえ（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[無応答時転送サービス（Cfwd
No Ans Serv）]

[ユーザー（User）]タブでの通話転送の有効化
電話のWebページから通話転送の設定を変更するには、次のタスクを実行します。

次のいずれかの方法が有効になっている場合、通話転送の設定は電話機とサーバー間で同期さ

れます。

•機能キー同期（FKS）

• BroadSoftの拡張サービスインターフェイス (XSI)の同期

ローカルの電話機での通話転送の設定が有効になっていることを確認するには、FKSとXSIを
最初に無効にする必要があります。 [機能キーの同期（FeatureKeySync）]を有効にするおよび
XSIサービスによる通話転送ステータス同期を有効にするを参照してください。

サポートされているモードでの通話転送設定を有効にする優先順位は、FKS > XSI > Localで
す。
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

[音声（Voice）]タブで通話転送設定を有効にします。 [音声（Voice）]タブでの通話転送の有
効化（3ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [ユーザー（User）]を選択します。

ステップ 2 通話転送セクションで、ユーザタブにおいて通話転送を有効にするパラメータ（6ページ）
表に定義されているとおりにパラメーターを構成します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザタブにおいて通話転送を有効にするパラメータ

次の表は、電話機のWebページの音声 >ユーザ >通話転送にある機能と使用方法を定義して
います。また、パラメータを設定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話構成ファイル
に追加される文字列のシンタックスも定義します。

パラメータ "Forward Softkey"を除き、次の表の他のパラメータは、FKSおよび XSIが無効に
なっている場合にのみ有効になります。

表 3 :ユーザタブにおいて通話転送を有効にするパラメータ

説明パラメータ

すべての通話を転送します。このパラメータの設定は、Cfwd
Busyよりも優先され、[応答しない (Cfwd No)]。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_All ua="rw">不可</Cfwd_All>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してすべて
の通話を転送します。これを無効にするには、[いいえ
（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

Cfwd All
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説明パラメータ

すべてのコールの転送先を指定します。宛先には、英数字の入

力、電話番号、または SIP URIを指定できます。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_All_Dest ua="rw">DestinationNumber</Cfwd_All_Dest>

•電話機のWebページで、フィールドに通知先番号を入力し
ます。

はいを選択した場合は、パラメータを設定していることを確認

してください。

デフォルト：空

[不在転送宛先（Cfwd All
Dest）]

回線が混み合っている場合にのみ通話を転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_Busy ua="rw">不可</Cfwd_Busy>

•電話機のウェブページで、回線が混み合っている状態のと
きに通話を転送する場合は [はい（Yes）]を選択します。
これを無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

通話転送ビジー (Cfwd Busy)

回線が使用中の場合にコールを転送する通知先を指定します。

宛先には、英数字の入力、電話番号、または SIP URIを指定で
きます。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_Busy_Dest

ua="rw">DestinationNumber</Cfwd_Busy_Dest>

•電話機のWebページで、フィールドに通知先番号を入力し
ます。

通話転送ビジーにはいを選択した場合は、パラメータを設定し

ていることを確認してください。

デフォルト：空

[話中転送宛先（Cfwd Busy
Dest）]
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説明パラメータ

コールが応答されない場合にのみ、着信コールを転送します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_No_Answer ua="rw">不可</Cfwd_No_Answer>

•電話機のウェブページで、コールに応答しないときに着信
ン通話を転送する場合は、はいを選択します。これを無効

にするには、[いいえ（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

通話転送応答なし (Cfwd No
Answer)

コールが応答されなかった場合に着信通話を転送する相手先の

電話番号を指定します。宛先には、英数字の入力、電話番号、

または SIP URIを指定できます。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_No_Answer_Dest

ua="rw">DestinationNumber</Cfwd_No_Answer_Dest>

•電話機のWebページで、フィールドに通知先番号を入力し
ます。

通話転送応答なしにはいを選択した場合は、パラメータを設定

していることを確認してください。

デフォルト：空

[無応答時転送宛先（Cfwd No
Ans Dest）]

応答がない場合のシナリオの応答遅延時間 (秒単位)を割り当て
ます。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Cfwd_No_Answer_Delay ua="rw">20</Cfwd_No_Answer_Delay>

•電話機のWebページで、フィールドに遅延時間を入力しま
す。

デフォルト：20

[無応答時転送遅延（Cfwd No
Ans Delay）]
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説明パラメータ

ユーザーが専用ソフトキーでセットアップできる通話転送サー

ビスの範囲を制御します。次のオプションがあります。

•すべての通話転送（All Cfwds）：ユーザーが転送ソフト
キーを押して、すべての通話転送サービス（不在転送、話

中転送、応答なし通話転送）をセットアップできるように

します。

この設定では、ソフトキーの名前は転送（アクティブ化

用）、転送解除（Clr fwd）（非アクティブ化用）です。

•不在転送のみ（Only the Cfwd All）：ユーザーがソフトキー
すべて転送を押して、不在転送サービスを直接セットアッ

プできるようにします。

ユーザーは、[設定（Settings）] > [ユーザー設定（User
preferences）] > [通話設定（Call preferences）] > [通話転送
（Call forwarding）] > [通話転送設定（Call forward
settings）]画面からすべての通話転送サービスを引き続き
セットアップできます。

この設定では、ソフトキーの名前はすべて転送（アクティ

ブ化用）、すべて転送解除（Clr fwdall）（非アクティブ化
用）です。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Forward_Softkey ua="na">すべて転送</Forward_Softkey>

•電話機のWebページで、ユーザーの通話転送サービスの範
囲を決定する値を選択します。

このパラメータは、FKS、XSI、またはFACが有効になっ
ていても適用されます。

（注）

デフォルト：不在転送（All Cfwds）

Forward Softkey

すべての通話転送の機能アクティベーションコードの同

期を有効にする
機能アクティベーションコード（FAC）を使用して、すべての通話の転送機能をサーバに同期
することができます。この機能を有効にすると、FACは、招待を使用してサーバーにスター
コードと宛先番号を送信します。

コール機能の設定
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始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] >内線（n）（Ext(n)）を選択します。

ステップ 2 機能のアクティベーションコード同期フィールドで、[はい (Yes)]を選択してこの機能を有効に
します。

この機能を有効にすると、ユーザーは電話機の転送またはすべて転送ソフトキーを押して、通

知先の連絡先番号を入力できます。ユーザーが通話ソフトキーを押すと、通話転送設定のス

テータスを確認するためのボイスメッセージが再生されます。設定が正常に完了すると、通話

転送 アイコンが電話画面の上部に表示されます。

ソフトキー名は、パラメータ転送ソフトキーの値に基づいて異なります（ユーザタブにおいて通

話転送を有効にするパラメータ（6ページ）を参照）。

XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字列を入力します。

<Feature_Activation_Code_Sync_n_ ua="na">可</Feature_Activation_Code_Sync_n_>

nは内線番号です。

デフォルト値:なし

有効値:はい、またはいいえ

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

不在転送サービスの機能のアクティベーションコードの設定

不在転送サービスをアクティブ化または非アクティブ化するために使用できるアクティベー

ションコード (スターコード)を設定できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [地域（Regional）]を選択します。

ステップ 2 バーティカルサービスアクティベーションコードセクションで、Cfwd All Deact Codeフィー
ルドが、サーバで定義された値に設定されていることを確認します。デフォルト値は *72で
す。

コール機能の設定
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XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字列を入力します。

<Cfwd_All_Act_Code ua="na">*72</Cfwd_All_Act_Code>

ステップ 3 バーティカルサービスアクティベーションコードセクションで、Cfwd All Deact Codeフィー
ルドが、サーバで定義された値に設定されていることを確認します。デフォルト値は * 73で
す。

XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字列を入力します。

<Cfwd_All_Deact_Code ua="na">*73</Cfwd_All_Deact_Code>

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ユーザーは *72を宛先番号と組み合わせてダイヤルし、通話ソフトキーを押して、不在転送
サービスをアクティブにできます。

ユーザーは*73をダイヤルし、通話ソフトキーを押して、不在転送サービスを非アクティブに
できます。

会議を有効にする
1つの通話で複数の相手と話し合うことができます。この機能を有効にすると、ユーザは複数
のユーザをダイヤルして通話に追加します。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]で、[会議サービス（Conference Serv）]パラメータ
に [はい（Yes）]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Conference_Serv ua="na">Yes</Conference_Serv>

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

コール機能の設定
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ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

アドホック会議の参加者リストの管理
アドホック会議注に、参加者リストを表示したり、他のユーザを会議に追加したりできます。

会議のホストであば、参加者を削除することもできます。

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

• [コール機能の設定（Call Feature Settings）]セクションで、[会議ブリッジの URL
（Conference Bridge URL）]は省略不可であるため何らかの有効な URLを入力してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]を選択します。ここで、nは内線番号です。

ステップ 2 [コール機能の設定（Call Feature Settings）]セクションで、[コール情報のサブスクライブ
（Callinfo Subscribe）]リストから [はい（Yes）]を選択します。

[はい（Yes）]を選択すると、回線は call-infoイベントをサブスクライブし、サーバからコール
ステータスの変更に関する通知を受信します。これにより、参加者は、現在のコールがアド

ホック会議中であるかどうかを認識できます。また、参加者のリストが表示されます。

共有回線に [いいえ（No）]を選択すると、ホストと参加者の両方が参加者リストを表示でき
ます。ただし、専用回線の場合は、ホストのみが参加者リストを表示できます。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<CallInfo_Subscribe_1_ ua="na">Yes</CallInfo_Subscribe_1_>

デフォルト: [いいえ（No）]

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIP RECを使用したリモート通話録音の有効化
ユーザがアクティブな通話を録音できるように、電話機の通話録音機能を有効にすることがで

きます。サーバで設定された録音モードによって、各電話機での録音ソフトキーの表示を制御

します。

コール機能の設定
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表 4 :録音モードと録音ソフトキー

電話機で利用可能な録音ソフトキーサーバでの録音モード

ソフトキーは使用できません。

ユーザは電話機から録音を制御できません。通話が接続されると自

動的に録音が開始されます。

常に

[録音一時停止（PauseRec）]

[録音再開（ResumeRec）]

通話が接続されると自動的に録音が開始され、ユーザは録音を制御

できます。

常に（一時停止/再開あ
り）

録音

[録音一時停止（PauseRec）]

[録音再開（ResumeRec）]

通話が接続されると自動的に録音が開始されますが、ユーザが [録
音（Record）]ソフトキーを押すまで録音は保存されません。録音
状態が変化すると、ユーザにメッセージが表示されます。

オンデマンド

録音

[録音一時停止（PauseRec）]

[録音停止（StopRec）]

[録音再開（ResumeRec）]

録音は [録音（Record）]ソフトキーを押した場合にのみ開始されま
す。録音状態が変化すると、ユーザにメッセージが表示されます。

オンデマンド（ユーザ

による開始）

録音中は、[コール（Calls）]画面にさまざまな録音アイコンが表示されます。アイコンは録音
状態によって異なります。

表 5 :録音アイコン

意味アイコン

録画中。

録音の一時停止

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。
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手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションので、[はい（Yes）]または [いいえ
（No）]をクリックして通話録音パラメータを有効または無効にします。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Call_Recording_Serv ua="na">Yes</Call_Recording_Serv>

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

ステップ 3 （任意）ソフトキーを有効にするには、[プログラム可能なソフトキー（ProgrammableSoftkeys）]
セクションで、[接続済みキーリスト（Connected Key List）]および [会議キーリスト
（Conferencing Key List）]フィールドに次の形式で文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

ステップ 4 ソフトキーを有効にするには、[プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セク
ションで、[接続済みキーリスト（ConnectedKeyList）]および [会議キーリスト（Conferencing
Key List）]フィールドに次の形式で文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

ステップ 5 通話録音が必要な内線(n)タブをクリックします.

ステップ 6 [SIP設定（SIP Settings）]セクションの [通話録音プロトコル（Call Recording Protocol）]で、通
話録音プロトコルとして [SIPREC]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Call_Recording_Protocol_3_ ua="na">SIPREC</Call_Recording_Protocol_3_>

オプション: SIPRECおよび SIPINFO

デフォルト：SIPREC

ステップ 7 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

SIP INFOを使用したリモート通話録音の有効化
ユーザがアクティブな通話を録音できるように、電話機の通話録音機能を有効にすることがで

きます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

コール機能の設定

14

コール機能の設定

SIP INFOを使用したリモート通話録音の有効化



録音中は、[コール（Calls）]画面にさまざまな録音アイコンが表示されます。アイコンは録音
状態によって異なります。

ユーザは次のソフトキーを押して電話の録音を制御します。

•録音

• [録音停止（StopRec）]

録音は [録音（Record）]ソフトキーを押した場合にのみ開始されます。録音状態が変化すると
ユーザにメッセージが表示され、録音アイコンが通話画面に表示されます。

電話の録音が開始されると、[録音停止（StopRec）]ソフトキーが機能できるようになります。
ユーザが [録音停止（StopRec）]ソフトキー押すと録音が停止します。録音状態が変化すると、
ユーザにメッセージが表示されます。

表 6 :録音アイコン

意味アイコン

録画中。

始める前に

•コール制御システムで通話録音を設定する必要があります。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [補足サービス（Supplementary Services）]セクションの [通話録音サービス（Call Recording
Serv）]パラメータで、[はい（Yes）]または [いいえ（No）]をクリックしてコール録音を有
効または無効にします。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Call_Recording_Serv ua="na">Yes</Call_Recording_Serv>

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

ステップ 3 （任意）ソフトキーを有効にするには、[プログラム可能なソフトキー（ProgrammableSoftkeys）]
セクションで、[接続済みキーリスト（Connected Key List）]および [会議キーリスト
（Conferencing Key List）]フィールドに次の形式で文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

コール機能の設定
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ステップ 4 ソフトキーを有効にするには、[プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セク
ションで、[接続済みキーリスト（ConnectedKeyList）]および [会議キーリスト（Conferencing
Key List）]フィールドに次の形式で文字列を追加します。

crdstart;crdstop;crdpause;crdresume

ステップ 5 通話録音が必要な内線(n)タブをクリックします.

ステップ 6 [SIP設定（SIP Settings）]セクションの [通話録音プロトコル（Call Recording Protocol）]パラ
メータで、通話録音プロトコルとして [SIPINFO]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Call_Recording_Protocol_1_ ua="na">SIPINFO</Call_Recording_Protocol_1_>

オプション: SIPRECおよび SIPINFO

デフォルト：SIPREC

ステップ 7 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

不在着信表示を設定する
電話機のハンドセットの LEDで不在着信アラートを設定できます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [ユーザー（User）]を選択します。

ステップ 2 補助サービスセクションのハンドセットLEDアラートパラメーターに対して、ボイスメー
ル、不在着信

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Handset_LED_Alert ua="rw">Voicemail,Missed Call</Handset_LED_Alert>

オプション：[ボイスメール（Voicemail）]または [ボイスメール、不在着信（Voicemail,Missed
Call）]です。

デフォルト：[ボイスメール（Voicemail）]

コール機能の設定
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ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

[応答不可（Do Not Disturb）]を有効にする
ユーザが応答不可機能をオンまたはオフにできるようにします。発信者は、ユーザが応答不可

であることを伝えるメッセージを受信します。ユーザは電話機で [無視（Ignore）]ソフトキー
を押すことで、着信コールを別の宛先に転送できます。

電話機でこの機能が有効になっている場合は、DNDソフトキーを使用してこの機能をオンま
たはオフにできます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [ユーザー（User）]を選択します。

ステップ 2 補足サービスエリアのDND設定パラメーターで、[はい（Yes）]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<DND_Setting ua="rw">Yes</DND_Setting>

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

回線（マルチライン電話機）を選択すると、電話画面の上部に応答不可バナーが表示されま

す。

次のタスク

別の設定を変更して、マルチライン電話機で選択済みまたは未選択の各回線の応答不可（現

在、緑色の点灯）ステータスが適切に表示されることを確認します。 DNDと通話転送ステー
タスの同期を参照してください。

DNDにスターコードを設定した場合、ユーザは各電話機の DND機能を有効または無効にす
ることができます。 DNDのスターコードを構成する（22ページ）を参照してください。

コール機能の設定
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関連トピック

DNDと通話転送ステータスの同期
[機能キーの同期（Feature Key Sync）]を有効にする
XSIサービスを介して DNDステータス同期を有効にする

電話でWebex連絡先を有効にする
電話機をWebexクラウドに正常にオンボードすると、電話がWebex連絡先をサポートできる
ようになります。電話でこの機能を有効にすると、ユーザーは電話ディレクトリリストの下に

Webexディレクトリを表示できます。

[最大表示レコード（Max Display Records）]パラメータ値を 100を超える値に設定すると、ク
エリ結果には、Webexディレクトリおよびすべてのディレクトリでの検索用の連絡先は 100件
だけ表示されます。検索結果のカウントが許可された表示レコード値を超えると、「一致する

ものが多すぎます。検索を絞り込みます」というメッセージがユーザーに表示されます。 [最
大表示レコード（Max Display Records）]パラメータの詳細については、ディレクトリサービ
スのパラメータを参照してください。

始める前に

•電話は CiscoWebexクラウドに正常にオンボードします。Webexクラウドへの電話機のオ
ンボーディングの詳細については、『Webex for Cisco BroadWorks Solution Guide』を参照
してください。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 Webexセクションで、[ディレクトリの有効化（Directory Enable）]を [はい（Yes）]に設定し
ます。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Webex_Directory_Enable ua="na”>Yes</Webex_Directory_Enable>

デフォルト値:なし

ステップ 3 [ディレクトリ名（DirectoryName）]フィールドに、Webexディレクトリの名前を入力します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Webex_Directory_Name ua="na”>wcdir</Webex_Directory_Name>

デフォルト値：空

コール機能の設定

18

コール機能の設定

電話でWebex連絡先を有効にする

tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter10.pdf#nameddest=unique_327
tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter10.pdf#nameddest=unique_326
tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter10.pdf#nameddest=unique_329
tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter15.pdf#nameddest=unique_123
tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter15.pdf#nameddest=unique_123
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cloudCollaboration/wx4bwks/Solution_Guide/wbxbw_b_solution-guide.html
tpcc_b_cisco-ip-conference-phone-multiplatform_chapter7.pdf#nameddest=unique_155


入力した名前（たとえば、wcdir）は、電話機のディレクトリリストの下にWebexディレク
トリ名として表示されます。この名前は、電話管理Webページまたは構成 XMLファイル文
字列から変更できます。必要に応じて、ユーザーは電話からこの名前を変更することもできま

す。 [ディレクトリ名]フィールドが空の場合、デフォルトでは、電話機のWebexディレクト
リ名はWebexディレクトリとして表示されます。

電話がクラウドに正常に CiscoWebexにオンボードされていない場合、Webexディレクトリは
ディレクトリリストの下に表示されません。

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

ラインキーでWebex連絡先を設定する
ラインキーでWebex連絡先を構成できます。このラインキーは、Webexディレクトリへの
ショートカットになります。

始める前に

•電話は Cisco Webexクラウドに正常にオンボードします。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

•電話管理Webページの [ディレクトリの有効化]は [はい]に設定されています。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 ラインキーを選択します。

ステップ 3 内線フィールドを[無効（Disabled）]に設定します。

ステップ 4 [拡張機能（Extended Function）]パラメータに、次の形式で文字列を入力します。

fnc=shortcut;url=webexdir;nme=cloudplk

ここで、fnc = shortcutはfunction= shortcutを意味し、urlはこのラインキーを開くためのメニュー
であり、nmeはWebexディレクトリの名前です。

文字列内で、nmeが空の場合、または文字列に nmeを含めない場合、デフォルトでは、ライン

キーはディレクトリ名を Webex ディレクトリとして表示します。

このパラメータは、設定ファイル(cfg.xml)でも設定できます。次の形式で文字列を入力しま
す。

<Extended_Function_n_ ua="na">fnc=shortcut;url=webexdir;nme=cloudplk</Extended_Function_n_>

nは内線番号です。

コール機能の設定
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ラインキーにこの機能が設定されています。たとえば、ラインキー番号9に機能を割り当てる
と、ユーザーは、cloudplkが行番号 9にWebexディレクトリへのショートカットとして表
示されるのが分かります。この設定済みのラインキーを押すと、ユーザーは [Webexディレク
トリの検索（Search Webex drectory）]画面にアクセスしてWebexの連絡先を検索できます。

電話管理Webページの [ディレクトリの有効化（Directory Enable）]が [いいえ（No）]に設
定されている場合、ラインキーは機能しません。

電話機がWebexクラウドに正常にオンボードされていない場合、回線キーは動作しません。

ステップ 5 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

Webex連絡先のソフトキーを追加する
ソフトキーにWebex連絡先を設定できます。このソフトキーは、Webexディレクトリへの
ショートカットになります。

始める前に

•電話は Cisco Webexクラウドに正常にオンボードします。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

•電話管理Webページの [ディレクトリの有効化]は [はい]に設定されています。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 次の形式の文字列を使用して、PSK 1 ~ PSK 16の PSKフィールドを設定します。
fnc=shortcut;url=webexdir;nme=cloudplk

このパラメータは、設定ファイル(cfg.xml)でも設定できます。次の形式で文字列を入力しま
す。

<PSK_n ua=na>fnc=shortcut;url=webexdir;nme=cloudplk</PSK_n>

ソフトキーに機能が設定され、電話機に表示されます。たとえば、cloudplkはソフトキー
として表示され、Webexディレクトリへのショートカットとして機能します。このソフトキー
を押すと、ユーザーはWebexディレクトリの検索画面にアクセスしてWebexの連絡先を検索
できます。

文字列内で、nmeが空の場合、または文字列に nmeを含めない場合、デフォルトでは、ソフト

キーはディレクトリ名を Webex ディレクトリとして表示します。

コール機能の設定
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電話管理Webページの [ディレクトリの有効化]が [いいえ]に設定されている場合、ソフトキー
は機能しません。

電話機が Cisco Webexクラウドに正常にオンボードされていない場合、ソフトキーは動作しま
せん。

電話でWebexの通話ログを有効にする
これで、電話機がWebex通話ログをサポートできるようになります。この機能を有効にする
と、[最近の通話（Recents）]画面の [最近の通話を表示（Display recents from）]メニューの
通話リストに [Webex]オプションが含まれます。次に、ユーザーはオプションWebexを設定
して、最近のWebexコールのリストを表示できます。

始める前に

•電話はWebexクラウドに正常にオンボードします。Webexクラウドへの電話機のオンボー
ディングの詳細については、『Webex for Cisco BroadWorks Solution Guide』を参照してく
ださい。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

• [通話ログ]セクションで、[通話ログの有効化]パラメータを有効にし、Webexの最近の通
話ログを表示する電話回線を [通話ログ関連回線]から選択します。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [通話ログ]セクションで、[通話ログの有効化]パラメーターを [はい]に設定し、[最近の履歴
を表示]パラメーターをWebexに設定します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<CallLog_Enable ua="na">Yes</CallLog_Enable>

<Display_Recents_From ua="na”>Webex</Display_Recents_From>

最近の通話を表示のデフォルト値：電話

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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DNDのスターコードを構成する
ユーザがダイヤルするスターコードによって、電話機の応答不可（DND）機能をオンまたは
オフにするように設定できます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [地域（Regional）]を選択します。

ステップ 2 特定業種向けサービスアクティベーションコードセクションので、DNDActコードパラメータ
に *78と入力します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<DND_Act_Code ua="na">*78</DND_Act_Code>

ステップ 3 特定業種向けサービスアクティベーションコードセクションので、DNDDeactコードパラメー
タに *79と入力します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<DND_Deact_Code ua="na">*79</DND_Deact_Code>

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

コールセンターエージェントの電話機のセットアップ
電話機で自動着信呼分配（ACD）機能を有効にできます。この電話機は、コールセンター
エージェントの電話機として機能し、顧客のコールをトレースする、緊急の場合に任意の顧客

のコールをスーパーバイザにエスカレーションする、廃棄コードを使用して連絡先番号を分類

する、顧客のコールの詳細を表示するなどのことができます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。各パラメータを設定するには、コールセンターオペレーターセットアップのパラメータ

（23ページ）表の文字列のシンタックスを参照してください。
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始める前に

• BroadSoftサーバで、電話機をコールセンター電話機として設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]を選択します。

ステップ 2 ACD設定セクションで、コールセンターオペレーターセットアップのパラメータ（23ペー
ジ）表で説明するようにフィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

コールセンターオペレーターセットアップのパラメータ

次の表は、電話機のウェブインターフェイスの内線 (n)タブにある ACD設定セクションでの
コールセンターオペレーターセットアップパラメータの機能と使用法を定義しています。ま

た、パラメータを設定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話構成ファイルに追加され
る文字列のシンタックスも定義します。

表 7 :コールセンターオペレーターセットアップのパラメータ

説明パラメータ

電話機で自動着信呼分配（ACD）を有効にします。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Broadsoft_ACD_1_ ua="na">可</Broadsoft_ACD_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にし、[いいえ（No）]を選択して無効にします。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

[Broadsoft ACD]
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説明パラメータ

電話機にコールセンターコールの詳細を表示できるようにしま

す。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Call_Information_Enable_1_ ua="na">可

</Call_Information_Enable_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。これを無効にするには、[いいえ（No）]
を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[通話情報の有効化（Call
Information Enable）]

ユーザがディスポジションコードを追加できるようにします。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Disposition_Code_Enable_1_ ua="na">可

</Disposition_Code_Enable_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。これを無効にするには、[いいえ（No）]
を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[ディスポジションコードの有
効化（DispositionCodeEnable）]

ユーザが最新の着信コールをトレースできるようにします。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Trace_Enable_1_ ua="na">可</Trace_Enable_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。これを無効にするには、[いいえ（No）]
を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[トレースの有効化（Trace
Enable）]
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説明パラメータ

緊急の場合、ユーザがコールをスーパーバイザにエスカレーショ

ンできるようにします。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Emergency_Escalation_Enable_1_ ua="na">可

</Emergency_Escalation_Enable_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。これを無効にするには、[いいえ（No）]
を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[緊急エスカレーションの有効
化（Emergency Escalation
Enable）]

コールセンターのステータスとエージェントのステータスを表

示します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Queue_Status_Notification_Enable_1_ ua="na">可

</Queue_Status_Notification_Enable_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。これを無効にするには、[いいえ（No）]
を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：はい（Yes）

[キューステータス通知の有効
化（Queue Status Notification
Enable）]
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説明パラメータ

ユーザがコールセンターエージェントとして電話機にサインイ

ンすると、エージェントのステータスが自動的に使用されるよ

うに設定します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Auto_Available_After_Sign-In_1_ ua="na">可

</Auto_Available_After_Sign-In_1_>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にし、[いいえ（No）]を選択して無効にします。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

サインイン後に自動で使用可能

にする

ACDステータスの復元
次のいずれかの状況で、電話機が ACDステータスを自動的に最後のローカル値に設定するよ
うにすることができます。

•電話機の電源はオンになっています。

•電話機のステータスが「未登録」または「登録失敗」から「登録済み」ステータスに変更
されます。

•登録通知先サーバの IPアドレスは、フェールオーバーが発生する、フォールバックが行
われる、または DNS応答が変更された場合に変更されます。

始める前に

• BroadSoftサーバで、電話機をコールセンター電話機として設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] >内線（n）（Ext(n)）を選択します。

ステップ 2 [ACD設定 (ACD Settings )]セクションで、BraodSoft ACDを [はい (Yes)]に設定します。

ステップ 3 [ACDステータス (ACD Status)]フィールドで、次のいずれかのオプションを選択します。

コール機能の設定
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• [ローカルから同期 (Sync Local)]:電話機が起動すると、最後のローカルステータスをACD
として復元するためにこのオプションを選択します。電話機が起動すると、ステータスが

「未登録」または「登録失敗」から「登録済み」に変更されます

初期ACDステータスstatusがローカルから同期するように設定されていて、理由コードで
最後のローカルステータスが利用できない場合、電話機が起動した後、理由コードは復元

されません。

•サーバから同期 :サーバから ACD初期ステータスを取得するには、このオプションを選
択します。これがデフォルト値です。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<ACD_Status_n_ ua="na">Sync From Local</ACD_Status_n_>

N = 1 ~ 16

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

電話機でのエージェントステータスの利用できないメニューテキス

トボックスの表示と非表示

ユーザーが電話機の [エージェントステータスの設定]画面の [利用不可]メニューテキスト
ボックスを非表示にしたい場合に制御できます。

始める前に

• BroadSoftサーバで、電話機をコールセンター電話機として設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]を選択します。

ステップ 2 電話機の [ACD設定]セクションで、[使用不可理由コードの有効化]パラメータを [いいえ]に
設定して、電話機の[利用不可]テキストボックスを非表示にします。

テキストボックスを表示するには、[はい]を選択します。これがデフォルト値です。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<Unavailable_Reason_Code_Enable_1_ ua="na">可</Unavailable_Reason_Code_Enable_1_>

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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プレゼンス表示用電話機のセットアップ
電話機のユーザに対して the BroadSoft XMPPディレクトリを有効にできます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。各パラメータを設定するには、プレゼンスセットアップのパラメータ（28ページ）表の
文字列のシンタックスを参照してください。

始める前に

• XMPP用の BroadSoftサーバを設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 Broadsoft XMPPセクションで、プレゼンスセットアップのパラメータ（28ページ）の説明
にしたがってフィールドを設定します。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プレゼンスセットアップのパラメータ

次の表では、電話機のウェブインターフェイスの電話タブの下にある theBroadsoft XMPPセク
ションにおけるプレゼンスパラメータの設定と使用方法を定義します。また、パラメータを設
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定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話構成ファイルに追加される文字列のシンタッ
クスも定義します。

表 8 :プレゼンスセットアップのパラメータ

説明パラメータ

電話機のユーザに対して the BroadSoft XMPPディレクトリを有
効にします。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<XMPP_Enable ua="na">可</XMPP_Enable>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してすべて
の通話を転送します。これを無効にするには、[いいえ
（No）]を選択します。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

[XMPP対応（XMPP Enable）]

XMPPサーバの名前;例えば、xsi.iop1.broadworks.ne

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<XMPP_Server

ua="na">xsi.iop1.broadworks.net</XMPP_Server>

•電話機のウェブページで、サーバ名を入力します。

デフォルト：空

サーバ（Server）
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説明パラメータ

XMPPサーバのサーバポート。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<XMPP_Port ua="na">5222</XMPP_Port>

•電話機のウェブページで、サーバポートを入力します。

有効値：0～ 65535の整数。

値が 0に設定されている場合、電話機は最初にドメイン（サー
バまたはユーザー IDで指定）の DNS SRVクエリを送信して、
XMPPサーバの IPアドレスを取得します。 DNS SRV応答にレ
コードがない場合、電話機は同じドメインのレコードルックアッ

プをフォールバックとして送信して IPアドレスを取得します。
このシナリオでは、実際のポート番号は 5222です。

サーバーとユーザーIDの両方にドメイン名が含まれてい
る場合は、サーバーのドメイン名が優先されます。

（注）

値が 0に設定されていない場合、電話機はドメイン（サーバま
たはユーザー IDで指定）のレコードルックアップを直接送信し
て、XMPPサーバの IPアドレスを取得します。

デフォルト: 5222

ポート

電話機のユーザーの BroadSoftユーザー ID（例：
username1@xdp.broadsoft.com）またはユーザ―名。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<XMPP_User_ID ua="na">username1</XMPP_User_ID>

•電話機のウェブページで、ユーザー IDを入力します。

値にドメイン名が含まれていない場合、電話機は最初に、この

パラメータとサーバの値を組み合わせて新規ユーザー IDを生成
します。たとえば、サーバは xsi.iop1.broadworks.netで、ユー

ザー IDは username1であり、生成されるユーザー IDは
username1@xsi.iop1.broadworks.netです。

次に、電話機はドメイン xsi.iop1.broadworks.netのレコード

ルックアップまたは DNS SRVクエリを送信して、XMPPサー
バーの IPアドレスを取得します。

デフォルト：空

ユーザー ID（User ID）
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説明パラメータ

ユーザー IDに関連付けられている英数字パスワード。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<XMPP_Password ua="na"></XMPP_Password>

•電話機のウェブページで、サポートされているパスワード
を入力します。

デフォルト：空

[パスワード（Password）]

有効な場合、ユーザがサインインしたときに、ユーザのプレゼ

ンス情報が公開されません。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Login_Invisible ua="na">可</Login_Invisible>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

[ログイン状態を隠す（Login
Invisible）]

クライアントがサーバから切断された後、ログインせずに再接

続できる秒単位の間隔。この間隔を過ぎると、クライアントは

再認証する必要があります。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Login_Invisible ua="na">可</Login_Invisible>

•電話機のウェブページで、[はい（Yes）]を選択してこの機
能を有効にします。

オプション: [はい（Yes）]と [いいえ（No）]

デフォルト：[いいえ（No）]

[再試行の間隔（Retry Intvl）]
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XMPP用の DNS SRVの使用
DNS SRVを使用して BroadSoft XMPPサーバの IPアドレスを取得するために電話機を設定で
きます。

始める前に

• XMPP用の BroadSoftサーバを設定します。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [BroadSoft XMPP]セクションで、[XMPP有効（XMPP Enable）]を [はい（Yes）]に設定し
ます。

ステップ 3 [ポート（Port）]フィールドを [0]に設定します。

ステップ 4 プレゼンスセットアップのパラメータ（28ページ）表の説明に従って、[サーバ（Server）]、
[ユーザ ID（User ID）]、および [パスワード（Password）]のフィールドを設定します。

ステップ 5 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

回線ごとのコールアピアランス数の設定
回線で複数のコールアピアランスをサポートしている電話機は、回線に許可されるコール数を

指定するように設定することができます。

回線が一度に許可する発信は 1件のみに制限することができます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。
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ステップ 2 その他のラインキー設定セクションの回線あたりのコールアピアランスパラメーターで、許可
する回線ごとの通話の数を指定します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg .xml)でこのパラメータを設定
することもできます。

<Call_Appearances_Per_Line ua="na">2</Call_Appearances_Per_Line>

指定できる値の範囲は 1から 10です。デフォルト値は 2です。回線で複数のコールを許可す
る場合は、2から 10の範囲で値を選択します。

値が1に設定され、内線番号が電話に設定されている場合、ユーザーは次のことができ
なくなります。

•アクティブコールがある場合に、新しい通話を発信すること。
•アクティブコールがある場合に、転送すること。
•アクティブコールを電話会議にすること。

回線に通話が共有されている場合、ユーザーは新しい通話の発信、通話の転送、電話会

議の開始を行うことができません。

（注）

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

名前の逆引きルックアップを有効にする
着信コール、発信コール、電話会議、コール転送で、番号の名前を逆引きルックアップ検索を

します。電話機がサービスプロバイダーディレクトリ、通話履歴、または連絡先を使用して

名前を検索できない場合、名前の逆引きルックアップが機能します。名前の逆引きルックアッ

プには、有効な BroadSoft (XSI) LDAPディレクトリ設定または XMLディレクトリ設定が必要
です。

名前の逆引きルックアップでは、電話機の外部ディレクトリを検索します。検索が成功する

と、コールセッションと通話履歴に名前が表示されます。同時に複数のコールがある場合、

名前の逆引きルックアップでは 1つ目の電話番号と一致する名前が検索されます。 2つ目の
コールが接続または保留されたとき、名前の逆引きルックアップでは2つ目のコールに一致す
る名前が検索されます。逆引きルックアップは外部ディレクトリを 8秒検索します。8秒後に
結果が見つからない場合は、名前の表示はありません。8秒後に結果が見つかった場合、その
名前は電話で編集されます。外部ディレクトリ検索の優先順位は BroadSoft (XSI) > LDAP >
XMLです。

優先順位の高い名前の前に優先順位の低い名前を受信した場合、検索では優先順位の低い名前

が最初に表示され、優先順位の高い名前が8秒以内に見つかった場合は、優先順位の高い名前
に置き換えられます。

BroadSoft (XSI)ディレクトリ内の電話番号一覧ルックアップの優先順位は次のとおりです。

1. 個人電話一覧

2. グループ共通電話一覧
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3. 企業共通電話一覧

名前の逆引きルックアップは、デフォルトで有効になっています。

名前の逆引きルックアップでは、次の順序でディレクトリが検索されます。

1. 個人用アドレス帳

2. SIPヘッダー

3. コール履歴

4. BroadSoft (XSI)ディレクトリ

5. LDAPディレクトリ

6. XMLディレクトリ

電話機は次の形式を使用して XMLディレクトリを検索します。
directory_url?n=incoming_call_number

例：サードパーティ製サービスを使用するマルチプラットフォームフォンの場合、電話番号

（1234）の検索クエリの形式は次のとおりです。
http://your-service.com/dir.xml?n=1234

（注）

始める前に

•名前の逆引きルックアップを有効化または無効化するには、以下のいずれかのディレクト
リを設定します。

• BroadSoft (XSI)ディレクトリ

• LDAP社内ディレクトリ

• XMLディレクトリ

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 補足サービスエリアで、電話機の逆引きルックアップサービスをはい（Yes）に設定して、こ
の機能を有効にします。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg .xml)でこのパラメータを設定
することもできます。

<Reverse_Phone_Lookup_Serv ua="na">Yes</Reverse_Phone_Lookup_Serv>
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使用できる値は Yes|Noです。デフォルト値は [はい（Yes）]です。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

緊急コール

緊急通報のサポートバックグラウンド

緊急通報サービスプロバイダーは、会社の各 IPベースの電話機のロケーションを登録できま
す。ロケーション情報サーバ（LIS）は、緊急応答ロケーション（ERL）を電話機に転送しま
す。電話機は再起動した後、およびユーザが電話機にサインインしたとき、登録時にそのロ

ケーションを保存します。ロケーションエントリでは、番地、建物番号、階、室、およびオ

フィスのその他のロケーション情報を指定することができます。

緊急通報すると、電話機はロケーションをコールサーバに転送します。コールサーバは、コー

ルとロケーションを緊急通報サービスプロバイダーに転送します。緊急通報サービスプロバ

イダーは、コールと一意のコールバック番号（ELIN）を緊急サービスに転送します。緊急サー
ビスまたは公安応答局（PSAP）は、電話機のロケーションを受け取ります。 PSAPは、コー
ルが切断された場合、コールバックする番号も受け取ります。

電話機からの緊急通報の説明に使用される用語については、緊急通報のサポート用語（36ペー
ジ）を参照してください。

内線番号の電話機のロケーションを取得するには、次のパラメータを挿入します。

• [会社ID（Company Identifier）]：NG9-1-1サービスプロバイダーによって会社に割り当て
られた一意の番号（UUID）。

• [プライマリリクエストURL（Primary Request URL）]：電話機のロケーションを取得する
ために使用されるプライマリサーバの HTTPSアドレス。

• [セカンダリリクエストURL（Secondary Request URL）]：電話機のロケーションを取得す
るために使用されるセカンダリサーバ（バックアップ）の HTTPSアドレス。

• [緊急番号（EmergencyNumber）]：緊急通報を特定する数字シーケンス。各緊急番号をコ
ンマで区切ることにより、複数の緊急番号を指定することができます。

一般的な緊急サービス番号は次のとおりです。

•北米：911

•欧州諸国：112

•香港：999

電話機は、次の活動が発生すると、新しいロケーション情報をリクエストします。

•電話機をコールサーバに登録する。
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•ユーザが電話機を再起動する（電話機が以前、コールサーバに登録されている場合）。

•ゲストが電話機にサインインする。

• SIP登録で使用されるネットワークインターフェイスを変更する（たとえば、Wi-Fiを
イーサネットに変更する場合）。

•電話機の IPアドレスを変更する。

すべてのロケーションサーバがロケーション応答を送信しない場合、電話機は、ロケーション

リクエストを 2分ごとに再送信します。

緊急通報のサポート用語

Ciscoマルチプラットフォームフォンの緊急通報のサポートに関する用語を次に説明します。

•緊急ロケーション識別番号（ELIN）：1台以上の内線電話を表すために使用する番号であ
り、緊急サービスにダイヤルしたユーザを識別します。

•緊急応答ロケーション（ERL）：一連の内線電話をグループ化した論理ロケーション。

• HTTP対応ロケーション配信（HELD）：ロケーション情報サーバ（LIS）から電話機の
PIDF-LOロケーションを取得する暗号化されたプロトコル。

•ロケーション情報サーバ（LIS）：SIPベースの電話機のHELDリクエストに応答し、HELD
XML応答を使用して電話機のロケーションを提供するサーバ。

•緊急通報サービスプロバイダー：電話機のロケーションを使用して電話機の HELDリク
エストに応答する会社。緊急通報（電話機のロケーションを伝送する）をかけると、コー

ルサーバが通報をこの会社に転送します。緊急通報サービスプロバイダーは、ELINを追
加して、通報を緊急サービス（PSAP）に転送します。通話が切断された場合、PSAPは
ELINを使用して、緊急通報をかけるのに使用された電話機に再接続します。

•緊急応答機関（PSAP）：緊急サービス IPネットワークに参加している緊急サービス（た
とえば、消防署、警察、救急車など）。

•汎用一意識別子（UUID）：緊急通報サポートを使用して会社を一意に識別するために使
用される 128ビットの数値。

緊急通報を発信するための電話機の設定

始める前に

•緊急通報サービスプロバイダーから電話用の E911地理位置情報構成 URLと会社識別子
を取得します。同じオフィス内で複数の電話機の内線について、同じ地理位置情報 URL
と会社識別子を使用できます。

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。
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手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]を選択します。ここでは、nは電話機のウェブダイア
ログの内線番号（1 ~ 10）です。

ステップ 2 ダイヤルプランセクションで、緊急番号パラメータを設定します。

ステップ 3 E911地理位置情報設定セクションで、緊急電話用パラメータ （37ページ）で説明されてい
るように、会社 UUID、プライマリ要求 URL、およびセカンダリ要求 URLパラメータを設定
します。

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

緊急電話用パラメータ

次の表では、電話機のウェブインターフェイスの内線 (n)タブの下にあるダイヤルプランおよ
び E911地理位置情報設定セクションにおける、緊急電話パラメータを作成する機能と使用方
法を定義しています。また、パラメータを設定するために、XML (cfg.xml)コードを含む電話
構成ファイルに追加される文字列のシンタックスも定義します。

表 9 :緊急電話用パラメータ

説明パラメータ

セクション:ダイヤルプラン
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説明パラメータ

緊急番号のカンマ区切りのリストを入力します。

複数の緊急電話番号を指定するには、それぞれの緊急電話番号

をコンマで区切ります。

このいずれかの番号がダイヤルされると、ユニットの CONF、
HOLD、および他の同様のソフトキーやボタンの処理が無効に
なり、現在のコールが誤って保留にされるのを防ぎます。ま

た、電話機ではフックフラッシュイベント処理も無効になりま

す。

緊急通報を終了できるのは相手先だけです。コールが終了され

てレシーバがオンフックの状態に戻されると、電話機は通常の

状態に復元されます。

顧客緊急サービス番号に対応する数字に対して、次のいずれか

を実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Emergency_Number_1_ ua="na"/>

•電話のウェブページで、緊急番号パラメータを、顧客緊急
サービス番号に対応する数字に設定します。

有効値：最大 63文字を入力できます。

デフォルト：空白（緊急番号なし）

[緊急番号（Emergency
Number）]

セクション：E911地理位置情報設置

緊急通報サービスプロバイダーがお客様に割り当てる汎用一意

識別子（UUID）。

次に例を示します。

07072db6-2dd5-4aa1-b2ff-6d588822dd46

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Company_UUID_1_ ua="na"/>

•電話機のウェブページで、通話サービスプロバイダーによっ
て割り当てられた有効な識別子を入力します。

有効値：識別子は最大128文字です。

デフォルト：空白

[会社のUUID（Company
UUID）]
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説明パラメータ

暗号化された HTTPS電話機ロケーションリクエスト。このリ
クエストでは、電話機の IPアドレス、MACアドレス、ネット
ワークアクセス識別子（NAI）、ネットワークスイッチメー
カーが割り当てたシャーシ IDおよびポート IDが使用されます。
このリクエストには、ロケーションサーバ名とカスタマー ID
も含まれます。

緊急通報サービスプロバイダーが使用するサーバは、ユーザの

電話機の IPアドレスに関連付けられているロケーションUniform
Resource Identifier（URI）を保持している緊急応答ロケーション
（ERL）を使用して応答します。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Primary_Request_URL_1_ ua="na"/>

•電話機のウェブページで、暗号化された HTTPS電話機ロ
ケーションリクエストを入力します。

次に例を示します。

https://prod.blueearth.com/e911Locate/held/held_request.action

デフォルト：空白

[プライマリリクエストURL
（Primary Request URL）]

ユーザの電話機のロケーションを取得するために、緊急通報サー

ビスプロバイダーのバックアップサーバに送信される暗号化さ

れた HTTPSリクエスト。

次のいずれかを実行します。

• XML (cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の
形式で文字列を入力します。

<Secondary_Request_URL_1_ ua="na"/>

•電話機のウェブページで、ロケーション情報を返送するこ
とができるバックアップサーバの暗号化を入力します。

次に例を示します。

https://prod2.blueearth.com/e911Locate/held/held_request.action

デフォルト：空白

[セカンダリリクエストURL
（Secondary Request URL）]

コール機能の設定

39

コール機能の設定

緊急電話用パラメータ



着信Webexコールのスパムの表示
Webex環境での着信通話に対するスパムの表示をサポートするために、サーバーは
X-Cisco-CallerId-Disposition処理情報を電話機に送信します。電話機は、この情報を認証ア

イコンとして変換します。発信者のSTIR/SHAKEN検証結果に基づいて、電話機に 3種類のア
イコンが表示されます。コールセッションの発信者 ID、ローカル通話ログ、Webexクラウド
通話ログの横にアイコンが表示されます。

•検証済みコール：サーバーは処理情報 X-Cisco-CallerId-Disposition=validを電話機に送

信します。電話機には、発信者 IDの横に追加のアイコン が表示され、検証済み発

信者を示すカラー画面が表示されます。グレースケール画面の電話機では、発信者 IDの

横に追加のアイコン が表示されます。

•無効なコールまたは迷惑呼：サーバーは処理情報 X-Cisco-CallerId-Disposition=invalid

を電話機に送信します。電話機には、発信者 IDの横に、不正な発信者を示す追加のアイ

コン が表示されます。

•検証されていないコール：サーバーは処理情報 X-Cisco-CallerId-Disposition=unverified

を電話機に送信します。電話機には、発信者 IDの横に、確認されていないコールを示す

追加のアイコン が表示されます。

処理情報がない場合、電話機には以前と同じアイコンが表示されます。

特定のラインキーにコールパークを追加する
特定のラインキーにコールパーク機能を追加して、ボタンを1つだけ使用して、通話をパーク
またはパーク解除することができます。

始める前に

•電話管理のウェブページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセ
スを参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [Attコンソール（Att Console）] > [全般（General）]を選択します。

ステップ 2 パラメータ [ラインキー有効化で BLFコールパーク（BLF Callpark On Line Key Enable）]で
[はい（Yes）]を選択します。

機能を無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。
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次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<BLF_Callpark_On_Line_Key_Enable ua=”na“>Yes</BLF_Callpark_On_Line_Key_Enable>

デフォルト：いいえ(No)

ステップ 3 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]の順に移動して、ラインキーを選択します。

ステップ 4 （オプション）内線を無効にするには、[内線（Extension）]パラメータを [無効（Disabled）]
に設定します。

直接 PLK設定機能を無効にした場合、ラインキーに拡張機能を追加するために内線を
無効にする必要があります。詳細については、『アドミニストレーションガイド』の

「直接 PLK設定を有効にする」の項を参照してください。

（注）

ステップ 5 [拡張機能（Extended Function）]フィールドに、次の形式で文字列を入力します。

fnc=prk;sub=BLF_List_URI@$PROXY;usr=user_ID@$PROXY

それぞれの説明は次のとおりです。

• sub：SUBSCRIBEメッセージの送付先の URIです。この名前は、BLFリスト URIで定義
された名前と同一である必要があります。

• usr：BLFが監視するコールパーク拡張。

ステップ 6 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキーの設定

プログラム可能なソフトキー

利用可能な電話ステータス定義キーラベルキーワード

アイドルユーザが自動着信呼分配（ACD）に
ログインします。

Agtサインインacd_login

アイドルユーザが ACDからログアウトしま
す。

Agtサインアウ
ト

acd_logout

呼び出し中（Ringing）着信コールに応答します。応答answer

アイドルACDステータスを確認します。Agtステータスastate

アイドルACDサーバにログインしているユー
ザーが自分のステータスを応対可能

に設定していることを示します。

Availavail
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利用可能な電話ステータス定義キーラベルキーワード

共有アクティブ、共有保留他のユーザーが共有コールに割り込

めるようにします。

割込みbarge

共有アクティブ他のユーザがマイクは使用できない

状態で共有コールに割り込めるよう

にします。

バージ無音bargesilent

接続されている状態ブラインド通話転送（コールの転

送先の相手と話さずにコールを転送

する）を実行します。ブラインド

転送サービスが有効になっている必

要があります。

ブラインド転送bxfer

ダイヤリング入力リスト内の選択した項目に発信しま

す。

コールcall（また
は dial）

進行中通話情報を表示します。Call Infocall info

オフフックコールをキャンセルします（電話会

議の開催時に相手が応答しなかった

ときなど）。

キャンセル

（Cancel）
cancel

アイドル、オフフック、共

有アクティブ、保留、共有

保留

すべてのコールを指定された番号に

転送します。

転送/Clr転送cfwd

接続済み、会議録音を一時停止します。[録音一時停止
（PauseRec）]

crdpause

接続済み、会議録音を再開します。[録音再開
（ResumeRec）]

crdresume

接続済み、会議録音を開始します。録音crdstart

接続済み、会議記録の停止[録音停止
（StopRec）]

crdstop

接続されている状態会議通話を開始します。会議サー

バが有効になっており、アクティブ

または保留中の2つ以上のコールが
存在する必要があります。

会議conf

接続されている状態電話機の会議アクティブ回線。会

議サーバが有効になっており、アク

ティブまたは保留中の 2つ以上の
コールが存在する必要があります。

会議回線confLx
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利用可能な電話ステータス定義キーラベルキーワード

ダイヤリング入力テキストの入力中に文字を削除しま

す。

delChar：バック
スペースアイ

コン

delchar

アイドル、不在、オフフッ

ク（入力なし）、接続済

み、転送開始、会議開始、

会議、保留、呼び出し中、

共有アクティブ、共有保留

電話帳へのアクセスを提供します。Dirdir

アイドル、接続済み、会

議、保留

廃棄コードを入力します。廃棄コードdisp_code

アイドル、オフフック、保

留、共有アクティブ、共有

保留、会議、会議開始、転

送開始

応答不可を設定して着信時に電話機

が鳴らないようにします。

DND / Clr Dnddnd

接続されている状態緊急番号を入力します。緊急

（Emergency）
emergency

アイドルユーザがエクステンションモビリ

ティにログインします。

サインインem_login
（または

signin）

アイドルエクステンションモビリティから

ユーザをログアウトさせます。

サインアウトem_logout
（または

signout）

接続済み、転送開始、会議

開始、会議、保留

通話を終了します。コールの終了endcall

アイドル、不在、オフフッ

ク（入力なし）、接続済

み、転送開始、会議開始、

会議、保留、呼び出し中、

共有アクティブ、共有保留

「短縮ダイヤル」へのアクセスを提

供します。

お気に入りfavorites

アイドル、オフフックユーザが呼び出し中の内線番号を検

出することにより、そのコールに応

答できるようにします。

グループピッ

クアップ

gpickup

接続済み、転送開始、会議

開始、会議

コールを保留にします。保留 (Hold)hold

呼び出し中（Ringing）着信コールを無視します。却下ignore
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利用可能な電話ステータス定義キーラベルキーワード

呼び出し中（Ringing）着信コールをサイレント状態にしま

す。

無視ignoresilent

会議電話会議に接続します。会議のホ

ストがユーザAで、ユーザBとユー
ザ Cが参加者である場合、Aが [参
加（Join）]を押すと、Aは離脱し
て、ユーザ Bとユーザ Cが接続さ
れます。

参加（Join）参加

アイドル、不在着信、オフ

フック（入力なし）

最後の不在着信を返します。Call Rtn/lcrlcr

ダイヤリング入力カーソルを左に移動します。左矢印アイコンleft

アイドル、不在、オフフッ

ク（入力なし）、接続済

み、転送開始、会議開始、

会議、保留、呼び出し中、

共有アクティブ、共有保留

ボイスメールへのアクセスを提供し

ます。

メッセージメッセージ

不在着信不在着信のリストを表示します。不在（Miss）miss

アイドル、保留、共有アク

ティブ、共有保留

新しいコールを開始します。発信newcall

オフフック入力オプションのメニューを開きま

す。

オプションoption

接続されている状態指定された「パーク」番号でコール

を保留にします。

パークpark

接続されている状態アクティブ共有電話上のコールを保

留にします。

PrivHoldphold

アイドル、オフフック別の内線番号で呼出音が鳴っていて

も、その内線番号を入力してその

コールに応答できます。

ピックpickup

アイドル、オフフック、共

有アクティブ、共有保留

通話履歴からすべてのコールリス

トを表示します。

通話履歴recents

アイドル、接続済み、会議

開始、転送開始、オフフッ

ク（入力なし）、保留

リダイヤルリストを表示します。Redialredial

保留、共有保留保留中のコールを再開します。復帰resume
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利用可能な電話ステータス定義キーラベルキーワード

ダイヤリング（入力）カーソルを右に移動します。右矢印アイコンright

すべて（All）「情報と設定」へのアクセスを提供

します。

設定設定

オフフック、ダイヤリング

（入力）

選択可能なスターコードのリスト

を表示します。

スターコード/*
コードの入力

starcode

アイドル、接続済み、会

議、保留

トレースをトリガーします。トレーストレース

アイドルACDサーバにログインしているユー
ザが自分のステータスを応対不可に

設定していることを示します。

応対不可unavail

アイドル、オフフック、接

続済み、共有アクティブ

パークされたコールを再開します。パーク解除unpark

接続済み、転送開始、会議

開始

通話転送を実行します。在席転送

サービスが有効になっており、少な

くとも 1つの接続済みコールと 1つ
のアイドルコールが存在する必要

があります。

転送xfer

接続されている状態電話機上のアクティブ回線を着信者

番号に転送します。在席転送サー

ビスが有効になっており、アクティ

ブまたは保留中の2つ以上のコール
が存在する必要があります。

転送回線xferlx

ソフトキーのディスプレイのカスタマイズ

特定の状態にある電話画面のソフトキーの表示をカスタマイズできます。

XML（cfg.xml）コードを使用して電話機構成ファイルのパラメータを設定することもできま
す。各パラメータを設定するには、プログラム可能なソフトキーのパラメータ（46ページ）
の文字列のシンタックスを参照してください。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。
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手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 プログラム可能なソフトキーセクションで、ソフトキーを表示する通話状態に応じてソフト
キーを編集します。詳細については、プログラム可能なソフトキーのパラメータ（46ペー
ジ）およびを参照してください。

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキーのパラメータ

次の表で、電話機のウェブインターフェイスの [音声（Voice）] > [電話（Phone）]タブの下に
ある [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションにおける、プログ
ラム可能なソフトキーパラメータの機能と使用方法を定義します。また、パラメータを設定す

るために、XMLコードを使用した電話設定ファイルに追加される文字列のシンタックスも定
義します。

表 10 :プログラム可能なソフトキーのパラメータ

説明とデフォルト値パラメータ

プログラム可能なソフトキーを有効または無効にします。このフィールド

を [はい（Yes）]に設定すると、プログラム可能なソフトキーが有効にな
ります。

次のいずれかを実行します。

• XML(cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字
列を入力します。

<Programmable_Softkey_Enable
ua="na">Yes</Programmable_Softkey_Enable>

•電話機のウェブインターフェイスで、このフィールドを [はい（Yes）]
または [いいえ（no）]に設定し、プログラム可能なソフトキーを有効
または無効にします

有効値:はい（Yes）|いいえ（No）

デフォルト：[いいえ（No）]

[プログラム可能
なソフトキー有効

（Programmable
Softkey Enable）]
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説明とデフォルト値パラメータ

プログラム可能なソフトキーフィールド。これらのフィールドに文字列を

入力して、電話画面に表示されるソフトキーを設定します。番号または内

線番号の短縮ダイヤル、特定業種向けサービスのアクティベーションコー

ド（*コード）、またはXMLスクリプト用にソフトキーを作成できます。

次の形式で、PSKを設定します。

•短縮ダイヤル
fnc=sd;ext=extension_number@$PROXY;vid=n;nme=display_name

•特定業種向けサービスアクティベーションコード
fnc=sd;ext=star_code@$PROXY;vid=n;nme=display_name

特定業種向けサービスアクティベーションコードを参照してくださ

い。

• XMLサービス
fnc=xml;url=http://server_IP/services.xml;vid=n;nme=display_name

ソフトキーリストに、アイドルキーリスト、不在着信キーリストなどのプ

ログラム可能なソフトキーを追加すると、プログラム可能なソフトキーが

電話画面に表示されます。

次のいずれかを実行します。

• XML(cfg.xml)を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字
列を入力します。

<PSK_1 ua="na">fnc=xml;url=http://server_IP/services.xml;vid=n;
nme=display_name</PSK_1>

•電話機のウェブインターフェイスで、有効な形式で PSKを設定しま
す。

デフォルト：空

[PSK 1]～ [PSK
16]

プログラム可能なソフトキーをカスタマイズする

電話機には16個のプログラム可能なソフトキーが用意されています（[PSK1（PSK1）]フィー
ルドから [PSK16（PSK16）]フィールドまで）。短縮ダイヤルスクリプトでこのフィールド
を定義できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。
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手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 電話機の機能を設定するプログラム可能なソフトキーの数値フィールドを選択します。

ステップ 4 プログラム可能なソフトキーの文字列を入力します。プログラム可能なソフトキーの短縮ダイ
ヤルの設定（48ページ）で説明されている、さまざまなタイプのプログラム可能なソフトキー
を参照してください。

ステップ 5 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

プログラム可能なソフトキーの短縮ダイヤルの設定

プログラム可能なソフトキーを短縮ダイヤルとして設定できます。短縮ダイヤルには内線番号

または電話番号を指定することができます。特定業種向けサービスアクティベーションコー

ド（またはスター [*]コード）で定義されたアクションを実行する短縮ダイヤルを使用して、
プログラム可能なソフトキーを設定することもできます。たとえば、短縮ダイヤルの*67を使
用してプログラム可能なソフトキーを設定した場合、コールは保留されます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、[プログラム可能なソ
フトキー有効（Programmable Softkey Enable）]を [はい（Yes）]に設定します。

ステップ 3 PSKの短縮ダイヤルを設定するには、PSKの [番号（number）]フィールドに次のように入力し
ます。

fnc=sd;ext=extensionname/starcode@$PROXY;vid=n;nme=name

ここで、

• Fnc =キーの機能（短縮ダイヤル）

• extensionname =ダイヤルされている内線番号または実行するスターコードアクション

• vid = nは短縮ダイヤルがダイヤルアウトする内線番号

• nameは設定されている短縮ダイヤルの名前
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[名前（name）]フィールドが IPフォンの画面上のソフトキーに表示されます。電話機
1台につき最大 10文字をお勧めします。それ以上の文字を使用している場合、ラベル
は電話機の画面上で切り捨てられる可能性があります。

（注）

ステップ 4 次を編集します。

• [アイドルキーリスト（Idle Key List）]：次の例に示すようにフィールドを編集します。

redial|1;newcall|2;dnd;psk1

ユーザが電話機に設定したプログラム可能なソフトキーリスト機能が正しくない場合、電

話機の LCDのキーリストは更新されません。次に例を示します。

•ユーザが rdeial;newcall;cfwdと入力した場合（redialのスペルが不正）、キー
リストは更新されず、LCDに変更が表示されません。

•ユーザが redial;newcall;cfwd;delcharと入力した場合、delcharソフトキーが
[アイドルキーリスト（IdleKeyList）]で許可されていないため、LCDに変更が表示さ
れません。したがって、これはプログラム可能なソフトキーリストの不正な設定で

す。

• PSK1：

fnc=sd;ext=5014@$PROXY;nme=sktest1

この例では、内線番号5014（sktest1）の短縮ダイヤル番号として電話機にソフトキーを
設定します。

（注）

プログラム可能なソフトキーにXMLサービスを設定することもできます。次の形式で文字列
を入力します。

<PSK_1 ua="na">fnc=xml;url=http://xml.service.url;nme=name</PSK_1>

ステップ 5 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

DTMFサポートを使用して PSKを設定する
デュアルトーン多重波数 (DTMF)で、プログラム可能なソフトキー (PSK)を設定することがで
きます。この設定によって、電話機はアクティブコール中にデジタルパルス (またはSIP INFO
を介してアウトオブバンド)をサーバに送信することができます。 PSKである機能を有効にす
ると、ユーザーにはソフトキー名が表示され、それを押すことによって名前付きの機能を実行

することができます。 DTMF数字文字列に適用されるアクションは、以下のようにスピード
ダイヤルに適用されるアクションと同様です。

•一時停止は、よって表される、

• Xによって表されるまで待機

たとえば、ext=<DTMF_DIGITS>[[,|X][<DTMF_DIGITS>]]、ここで有効なDTMF桁は 0-9、*、
#、a、b、c、dで、[]括弧内の部分はオプションです。
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この機能は、プログラム可能なソフトキーにのみ適用されます。デスクフォンでのプログラム

可能なラインキー (PLK)には適用されません。この機能の PLKを設定すると、表示に丸で囲
まれた Xアイコン（Ⓧ）が表示され、キーを押しても何も起こりません。

この機能では、接続されたキーリストと接続されたビデオキーリストのみがサポートされま

す。

始める前に

電話機ウェブインターフェイスへのアクセス.

手順

ステップ 1 音声 >通話 >のプログラム可能なソフトキーを選択します。

ステップ 2 プログラム可能なソフトキー有効フィールドを [はい (yes)]に設定します。

ステップ 3 PSKリスト(PSK#1 - PSK#16)から、設定する 1つの PSKを選択します。

ステップ 4 PSK(n)フィールドで、nがプログラム可能なソフトキー番号である場合、文字列を次の形式で
入力します。

fnc=dtmf;ext=<dtmf_digits_to_be_outpulsed>;nme=<softkey_display_name>;
vid=<extension_n_to_be_associated>

電話機に複数の登録済み回線がある場合、ソフトキーを表示させるために、特定の回線/内線
番号に関連付けられている vid=を含める必要があります。それ以外の場合、ソフトキーは表
示されません。

ステップ 5 （オプション）PSKソフトキーを押すたびにペア内で切り替わるように（アウトパルス表示）
設定するには、次の形式で文字列を入力します。

fnc=dtmf;ext=<dtmf_digits_to_be_outpulsed>;nme=<softkey_display_name>;
ext2=<second_set_of_dtmf_digits_to_be_outpulsed>;nme2=<second_softkey_display_name_after_first_press>;
vid=<extension_n_to_be_associated>

PSKソフトキーの切り替えは常に、新しい通話のたびに ext/nmeから開始されます。

ステップ 6 接続されたキーリストフィールドまたは接続されたビデオキーリストフィールドで、電話画面
上のソフトキー名を表示したい場所に応じて、設定されているPSKキーワードを入力します。

例えば、次のエントリでは、保留ソフトキー名が最初の位置に表示されます。 [Psk1]フィール
ドにリストされているソフトキー名は、2番目の位置に表示されます。以下同様になります。
hold;psk1;endcall;xfer;conf;xferLx;confLx;bxfer;phold;redial;dir;park

ステップ 7 nが設定する内線番号である場合、[音声（Voice）] > [内線（n）（Ext(n)）]を選択します。

ステップ 8 オーディオ設定セクションで、DTMF Txメソッドをドロップダウンリストから次のいずれか
の方法に設定します。

•インバンド(In-Band)

• AvT

•情報
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•自動

• InBand + INFO

• AVT + INFO

ステップ 9 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

次の例を参照して、DTMFサポートオプションを使用して PSKを設定する方法を理解してく
ださい。

例: PSKは押されたときに切り替わります。

•音声 >通話 >のプログラム可能なソフトキー >プログラム可能なソフトキー有効: はい

•接続されているキーリスト: psk1|1 ;endcall|2;conf|3;xfer|4;

• PSK 1: fnc=dtmf;ext=#1;nme=PressStart;ext2=*2;nme2=PressStop;vid=1

•音声 >内線 1 > DTMF Txメソッド:自動

例:電話機は、PSKのソフトキーを使用して DTMF数字のインバンドを送信します。

•音声 >通話 >のプログラム可能なソフトキー

•プログラム可能なソフトキー有効:はい。

•接続されているキーリスト:psk1|1;endcall|2;conf|3;xfer|4;

• PSK 1: fnc=dtmf;ext=#1;nme=PressMe;vid=1

•音声 >内線 1 > DTMF Txメソッド:自動

例: PSKソフトは数字の間で一時停止します。

•音声 >通話 >のプログラム可能なソフトキー >プログラム可能なソフトキー有効: はい

•接続されているキーリスト:psk1|1;endcall|2;conf|3;xfer|4;

• PSK 1: fnc=dtmf;ext=#1,1006;nme=PressMe;vid=1

•音声 >内線 1 > DTMF Txメソッド:自動

例: PSKソフトキーは、ユーザーの数字入力を待機します。

•音声 >通話 >のプログラム可能なソフトキー >プログラム可能なソフトキー有効: はい

•接続されているキーリスト:psk1|1;endcall|2;conf|3;xfer|4;

• PSK 1: fnc=dtmf;ext=#1X1006;nme=PressMe;vid=1

•音声 >内線 1 > DTMF Txメソッド:自動
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通話履歴リストメニューへのソフトキーの有効化

すべての通話、着信、受信、および不在着信のリストに対して、オプション、通話、通話の編

集、フィルタ、およびバックソフトキーを画面で設定できます。電話機の [通話履歴]ソフト
キーを押すと、[すべての通話]画面に直接アクセスして、すべての種類の最近の通話のリスト
を表示できます。

始める前に

電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセスを参
照してください。

.

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 XSIホストサーバ、XSI認証タイプ、ログインユーザー ID、ログインパスワード、および
CallLog関連回線パラメータに値を指定して、XSIアカウント情報を設定します。

XSIアカウントの設定については、BroadSoft設定の構成を参照してください。

ステップ 3 CallLog有効パラメータを [はい]に設定します。

ステップ 4 [通話履歴]を [サーバ]に設定します。

ステップ 5 [プログラム可能なソフトキー]セクションで、

1. [プログラム可能なソフトキーの有効]パラメータを [はい]に設定します。

2. [Broadsoft通話履歴キーリスト]フィールドで、デフォルトの文字列は
option|1;call|2;editcall|3;back|4;です。

サポートされる文字列は、オプション、通話、通話の編集、フィルタ処理、および戻るです。

このパラメータは psk文字列をサポートされていません。

すべて、着信、受信、不在着信リストまたはこれらの通話リストのオプションメニューでこれ

らすべてのソフトキーを使用できるかどうかは、次の条件によって異なります。

•プログラム可能なソフトキー有効 =はい、Broadsoft通話履歴キーリスト =
option|1;call|2;filter|3;back|4;―オプション、通話、フィルタ処理、戻るの
ソフトキーがすべて、着信、受信、不在着信リストに表示されます。通話の編集は通話

リストのオプションメニューに表示されます。

•プログラム可能なソフトキー有効 =はい、Broadsoft通話履歴キーリスト =
option|1;call|2;back|4;―オプション、通話、戻るのソフトキーがすべて、着信、
受信、不在着信リストに表示されます。通話の編集とフィルタ処理は通話リストのオプ

ションメニューに表示されます。
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•プログラム可能なソフトキー有効 =はい、Broadsoft通話履歴キーリスト =
option|1;call|2;editcall|3;filter|4;―オプション、通話、通話の編集、フィ
ルタ処理のソフトキーがすべて、着信、受信、不在着信リストに表示されます。

•プログラム可能なソフトキー有効=はい、PSK 1 =fnc=shortcut;url=missedcalls、
および Broadsoft通話履歴キーリスト = option|1;call|2;psk1|3;filter222|4;－
文字列オプションと通話ソフトキーのみ、すべて、着信、受信、不在着信リストに表示さ

れます。文字列pskとfilter222が無効な値であるためです。通話の編集とフィルタ処
理は通話リストのオプションメニューに表示されます。

• [プログラム可能なソフトキー有効（Programmable Softkey Enable）] = [はい（Yes）]、お
よび [Broadsoft通話履歴キーリスト（Broadsoft Call History Key List）] =空白－ソフト
キーは、デフォルト設定 option|1;call|2;editcall|3として表示されます。オプ
ション、通話、通話の編集ソフトキーが、すべて、着信、受信、不在着信リストに表示さ

れます。通話リストの [オプション]メニューにフィルタが表示されます。

XML（cfg.xml）を使用した電話機の設定ファイルでは、次の形式で文字列を入力しま
す。

<Broadsoft_Call_History_Key_List
ua="na">option|1;call|2;editcall|3</Broadsoft_Call_History_Key_List>

（注）

ステップ 6 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

着信通話のスパムの表示

新しい技術標準のセキュアテレフォニーアイデンティティ（STIR）と、toKEN（SHAKEN）を
使用した主張された情報の署名ベースの処理。これらの標準規格では、IPネットワークを通
じて着信コールを認証し、発信者 IDを確認する手順を定義します。 STIR-SHAKENフレーム
ワークは、エンドユーザが受信する通話の種類を高度に識別および制御できるようにするため

に開発されました。これらの標準セットは、コールの検証、コールの分類、発信者の識別情報

の信頼をエンドツーエンドで容易にする基盤を提供することを目的としています。不正な発信

者は簡単に特定できます。

サーバ上でSTIR/SHAKENのサポートが実装されている場合、電話機は発信者のSTIR/SHAKEN
検証結果に基づいて、発信者 IDの横に追加のアイコンを表示します。検証結果に基づいて、
電話機に 3種類のアイコンが表示されます。これは、ロボコールからの通話に応答する時間
と、スプーフィングまたは改ざんされた発信者 IDを持つ発信者からのセキュリティリスクを
軽減するのに役立ちます。
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•検証済みコール：発信者がSIPヘッダーPAIDまたはFROMで verstat=TN-Validate-Passed

を実行すると、発信者 IDの横にある追加のアイコン が検証済み発信者を示す色画面

で電話機に表示されます。グレースケール画面の電話機では、発信者 IDの横に追加のア

イコン が表示されます。

•迷惑呼：発信者が SIPヘッダー PAIDまたは FROMで verstat=TN-Validation-Failedを実

行すると、発信者 IDの横にある不正な発信者を示す追加のアイコン が電話に表示さ

れます。

•検証されていないコール：発信者が SIPヘッダー PAIDまたは FROMで

verstat=NO-TN-Validation検証を実行すると、発信者 IDの横に追加のアイコン が検

証されていないコールを示す電話に表示されます。

（注）

Webex環境での通話に対するスパムの通知の詳細については、着信Webexコールのスパムの
表示（40ページ）を参照してください。

参加者ソフトキーの追加

[参加者（Participants）]ソフトキーを電話機に追加できます。ホストまたは参加者はこのソ
フトキーを押して、アドホック会議に参加した参加者のリストを表示できます。

アドホック会議のホストの場合、電話がコール情報をサブスクライブし、サーバから送信され

た NOTIFYのリストを受信すると、[参加者（Participants）]ソフトキーを電話でいつでも選
択できるようになります。 [プログラム可能なソフトキー有効（ProgrammableSoftkeyEnable）]
が有効または無効の場合、このソフトキーはホストでいつでも使用できます。

始める前に

•電話管理のWebページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセス
を参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [プログラム可能なソフトキー（Programmable Softkeys）]セクションで、

1. [プログラム可能なソフトキー有効（Programmable Softkey Enable）]パラメータを [はい
（Yes）]に設定します。
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2. [接続済みミーティングキーリスト（Connected Meeting Key List）]フィールドに、
adhocparticipantsキーワード文字列を追加します。

3. [保留キーリスト（Hold Key List）]フィールドに、adhocparticipantsキーワード文字
列を追加します。

[参加者（Participants）]ソフトキーがアドホック会議中に表示されます。

参加者の [プログラム可能なソフトキー有効（Programmable Softkey Enable）]パラメー
タを [いいえ（No）]に設定すると、リストをサーから受信した場合にいつでも [参加者
（Participants）]ソフトキーが選択可能になります。

（注）

ステップ 3 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

特定のラインキーにコールパークを追加する

特定のラインキーにコールパーク機能を追加して、ボタンを1つだけ使用して、通話をパーク
またはパーク解除することができます。

始める前に

•電話管理のウェブページにアクセスします。電話機ウェブインターフェイスへのアクセ
スを参照してください。

手順

ステップ 1 [音声（Voice）] > [Attコンソール（Att Console）] > [全般（General）]を選択します。

ステップ 2 パラメータ [ラインキー有効化で BLFコールパーク（BLF Callpark On Line Key Enable）]で
[はい（Yes）]を選択します。

機能を無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<BLF_Callpark_On_Line_Key_Enable ua=”na“>Yes</BLF_Callpark_On_Line_Key_Enable>

デフォルト：いいえ(No)

ステップ 3 [音声（Voice）] > [電話（Phone）]の順に移動して、ラインキーを選択します。

ステップ 4 （オプション）内線を無効にするには、[内線（Extension）]パラメータを [無効（Disabled）]
に設定します。

直接 PLK設定機能を無効にした場合、ラインキーに拡張機能を追加するために内線を
無効にする必要があります。詳細については、『アドミニストレーションガイド』の

「直接 PLK設定を有効にする」の項を参照してください。

（注）
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ステップ 5 [拡張機能（Extended Function）]フィールドに、次の形式で文字列を入力します。

fnc=prk;sub=BLF_List_URI@$PROXY;usr=user_ID@$PROXY

それぞれの説明は次のとおりです。

• sub：SUBSCRIBEメッセージの送付先の URIです。この名前は、BLFリスト URIで定義
された名前と同一である必要があります。

• usr：BLFが監視するコールパーク拡張。

ステップ 6 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。

自動グループコールピックアップ通知を有効にする

自動グループコールピックアップ通知を有効にするには、次の操作を行います。

始める前に

•電話管理のウェブページにアクセスする必要があります。

手順

ステップ 1 電話管理のウェブページにアクセスします。

ステップ 2 [音声（Voice）]> [内線番号（Extn）]> [XSI回線サービス（XSI Line Service）]を選択します。

ステップ 3 パラメータ [ユーザー ExternalID（User ExternalID）]に [はい（Yes）]を選択します。

機能を無効にするには、[いいえ（No）]を選択します。

次の形式で文字列を入力することによって、設定ファイル (cfg.xml)でこのパラメータを設定す
ることができます。

<User_ExternalID_1_ ua=”na“>Yes</User_ExternalID_1_ ua>

デフォルト：いいえ(No)

ステップ 4 [すべての変更の送信（Submit All Changes）]をクリックします。
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自動グループコールピックアップ通知を有効にする



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


